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『報道ステーション』で古賀茂明が「官邸の圧力で降板」の内情暴露！ 古舘が大慌て 

（2015.03.28 リテラ） 

 

 元経産官僚・古賀茂明氏が『報道ステーション』（テレビ朝日系）に最後の一刺しを放った。 

 

 本サイトでは、１ヵ月以上前に、古賀氏が定期的に出演していた同番組から、３月いっぱいで降

板させられることを報じていた。 

 

 直接のきっかけは１月 23 日の放送だった。「イスラム国」による人質事件の最中でほとんどのメ

ディアが政権批判を控えているなか、同番組に出演した古賀氏は安倍晋三首相の外交姿勢を敢然と

批判。「I am not ABE”（私は安倍じゃない）というプラカードを掲げて、『日本人は違いますよ』

ということを、しっかり言っていく必要がある」と発言したのだが、これに対して、官邸が激怒し

たのだという。 

 

 「番組放映中に官邸からテレビ朝日に直接電話で抗議が入るなど、凄まじい圧力がかかった。それ

で、最近、安倍首相と急接近しているテレビ朝日の早河（洋）会長が乗り出してきて、降板が決ま

ったんです。ただ、もともと不定期出演だったこともあり、番組サイドはおおっぴらにせずにフェ

ードアウトという感じにもっていこうとしていた」（テレビ朝日関係者） 

 

 その古賀氏の最後の出演が昨日だったのだが、古賀氏は番組でその内情の一端を暴露したのだ。

スタジオで古舘が古賀氏にイエメンの空爆についてコメントをもとめたところ、古賀氏がいきなり

「そのお話をする前に」とこう切り出した。 

 

 「私、今日が最後ということで。テレビ朝日の早河会長と、古舘プロジェクトの佐藤会長のご意向

で今日が最後ということで。これまで本当に多くの方に激励していただいた。一方で菅官房長官を

はじめとして官邸のみなさんからものすごいバッシングを受けてきましたけれども、それを上回る

みなさんの応援のおかげで楽しくやらせていただいたということで、心からお礼を申し上げたいと

思います。本当にありがとうございました。」 

 

 これに古舘は大慌て。「古賀さん、ちょっと、ちょっと待ってください。今の話は私としては承

服できません」と話をさえぎり、こう反論したのだ。 

 

 「古賀さんは金曜日に時折出てくださって、私も勉強させていただいている中で、４月から番組の

様相が変わっていく中でも、古賀さんに機会があれば、企画があうなら、出ていただきたいと相変

わらず思っていますし、古賀さんがこれですべて何かテレビ側からおろされるということはちょっ

と古賀さん、それはちがうと思いますよ」 

 

 しかし、古賀氏はひるまない。「いや、でも古舘さんおっしゃいましたよね、私がこういうふう

になるということについて、『自分は何もできなかった。本当に申し訳ない』と」とさらに内情を

暴露したのだ。 
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 これに対して、古舘が「この前、楽屋でお話しさせていただいたのは、古賀さんの思うような意

向に添って流れができていないとしたら、大変申し訳ないというと。今でも私はそう思っている。

でもさっきのはちょっと極端すぎる」と弁明にならない弁明をすると、古賀氏はなんと、「私は全

部、録音させていただきましたんで、そこまで言われるならすべて出させていただきますけども」

と断言したのだった。 

 

 古舘は「そしたら、こちらも出させていただくことになっちゃいますよ」と言いつつ、「それは

おいて」と話をイエメン問題に戻したが、終盤になって、再び話が蒸し返された。 

 

 古賀氏は安倍政権と安倍首相の政策についての批判を５分以上滔々と述べ、最後に「これは古舘

さんにお送りしたいんですけど」と前置きしてマハトマ・ガンジーの「あなたがすることのほとん

どは無意味であるが、それでもしなくてはならない。そうしたことをするのは、世界を変えるため

ではなく、世界によって自分が変えられないようにするためである」という言葉を紹介。そのうえ

で、こう述べたのだ。 

 

 「つまり圧力とか自粛に慣れていって、何もしない、ひとりでやったってしょうがない、ただ叩か

れるだけだ、ということでやらないと、知らないうちに自分が変わってしまって、本当に大きな問

題が起きているのに気がつかないということがあるんですよ。（中略）私が言いたかったのは、言

いたいことはそのまま自然に言いましょうということ。もちろん、ちがう意見があれば、古舘さん

だってどんどん言っていただいて、全くなんの問題もない。何か言ったことについて、裏で圧力を

かけたり、官邸から電話をかけてなんだかんだ言ったりするのは、そういうことは止めていただき

たい。そういうふうに思うわけです」 

 

 この二人のやりとりを見れば、本サイトが指摘したように、明らかに官邸からの圧力によって古

賀氏が降板に追い込まれたのは間違いないだろう。実際、番組終了後、古賀氏は、ジャーナリスト・

岩上安身氏の直撃にもっと詳細な証言をしている。以下はその概要だ。 

 

 「今日の放送は官邸に抗議するというのが僕の目的だった。僕がなぜ『I am not Abe』を出したか

と言うと、官邸が僕のことを個人的に攻撃しているんですよ。官房長官は名前は出さないけど明ら

かに私を攻撃してくる。「俺だったら放送法違反だと言ってやったのに」と言ってるという話も聞

いている。官房長官という政府の要人が、放送免許取り消しもあるよという脅しですよ。私は脅さ

れているからと言って黙るということはできない。だから自分を無理矢理追いつめていました。 

 

 番組終わってから、報道局長がきてあんなのおかしい、裏切りだとガンガン言われて、こっちも

やり返してやりましたよ。いま、マスコミには黙ってほしくないんですよと言ったら、世の中の人

にはわからないと言うんです。僕は一石投じることをしたかった。それ言ったら番組を私物化して

ると言われたけど。 

 

 でも官邸、政府はお金も大量にあるし組織的にマスコミを抑えることをガンガンやってる。あい

つはキチガイだと言う人もいると思います。みんながどんどん転向していっている。官邸の偉い人

とご飯を食べて、審議会にどうこう言われれば、みんな変わるそうです。官邸に攻撃されたら民主
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党のブレーンだって官邸の味方だからと言ってるらしいんですよ。僕も官僚だったからわかります

よ。でも、テレビキャスターで官邸側に転向しないのが僕以外にたった一人だけいると言ってたら

しいです。 

 

 電通の人も言ってましたよ。官邸だけじゃなく自民党にはお金が余ってるからそれを取りに行く

んだと、だから優秀な営業マンを付けるんだとね。みんな官邸になびいていくんですよ。これで当

分僕の東京のキー局での出演はありえないですね」（『岩上安身チャンネル』） 

 

 しかも、気になるのは、古賀氏の降板だけではない。古舘は古賀氏との口論の中で「４月から番

組の様相が変わっていく中でも」という台詞をはいていたが、『報道ステーション』では、番組統

括の女性チーフプロデューサーが、古賀氏と同時に４月から“粛清”されることが決まっている。 

 

 これについても、古賀氏が昨夜の『報ステ』で「プロデューサーが今度、更迭されるというのも

事実です」と暴露、古舘を慌てさせていたが、この女性プロデューサーは『ニュースステーション』

時代からディレクターを務めてきた人で、安倍政権やテレ朝上層部からの圧力に盾になって今の『報

ステ』路線を守ってきた。その番組の柱ともいえる存在に突如、更迭が言い渡されたのだ。 

 

 「昨年９月 10 日の川内原発再稼働をめぐる報道で、原子力規制委員会の田中俊一委員長の会見で

の受け答えに関する報道が原子力規制委員会から「恣意的な編集だ」と抗議を受け、ＢＰＯの審議

対象になった。そのことの責任を取らされた形です」（前出・テレ朝関係者） 

 

 しかし、この報道は「恣意的」でもなんでもなく、途中のやり取りを省いただけ。明らかに官邸

と連動した原子力規制委員会からのイチャモンにすぎなかった。だが、テレ朝側はその抗議を積極

的に受け入れ、謝罪。自らＢＰＯの審議入りを申し出たのだ。 

 

 「上層部が官邸サイドから『あの女プロデューサーをなんとかしろ』と言われているという噂はず

っとあった。そこに、都合よくこの問題が起きたため、早河会長と、安倍首相に近く、テレビ朝日

番組審議会委員長を務めている見城徹・幻冬舎社長が組んで、問題を大きくし、プロデューサーの

更迭に持ち込んだといわれています」（前出・テレ朝関係者） 

 

 チーフプロデューサーの交代によって４月以降、番組の政権批判の方針がガラリと変わると言わ

れていたが、昨日の番組のやり取りでそれが裏付けされたというわけだ。 

 

 しかも、昨日の放映では、一時は降板覚悟で徹底抗戦をするといわれていた古舘もこのテレ朝上

層部の意向に恭順の意を示していることもわかった。政権批判ができる唯一の番組も風前の灯火と

いうことらしい。 

 

 なお、この間、『報道ステーション』の裏側で起きていたこと、古賀氏や女性チーフプロデュー

サー更迭の真相などについては、本サイトの以下の記事を読み返してほしい。（田部祥太） 

 

 http://lite-ra.com/2015/03/post-980.html 
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続報！ 古賀茂明『報ステ』爆弾発言は菅官房長官の圧力が動機だった！ 古賀批判は的外れ 

（2015.03.28 リテラ） 

 

 27 日の『報道ステーション』（テレビ朝日系）での古賀茂明氏の発言が大きな反響を呼んでいる。

本サイトでも２ヵ月前に報道していた「官邸からの圧力による『報ステ』女性チーフプロデューサ

ーの更迭と古賀降板」を裏付ける内容に、ツイッターで「報ステはだらしない」「古賀さん、よく

言った！」「やっぱり官邸の圧力なのか」などの書き込みが殺到している。 

 

 しかし、不可解なのが、その一方で古賀批判が盛り上がりを見せていることだ。その代表的なも

のが「官邸の圧力というのは古賀氏の被害妄想」という意見だろう。たとえば、池田信夫氏などは

ブログで「（テレビ局に対し）政治家が出演者を降ろせなどということは絶対ない（あったら大事

件になる）。」「彼は政治とメディアの関係を誤解しているようだが、報ステのような番組に政治

家から圧力がかかることはありえない。」等と言っているが、政府がメディアに公式で出演者降板

を申し入れたりしないのは当然。問題は、上層部や番記者、報道への抗議を利用した揺さぶり、さ

まざまなチャンネルを使った裏の圧力なのだ。池田氏らはこの間、安倍官邸が裏でマスコミに何を

仕掛けてきたか、本当に知らないのだろうか。 

 

 『報ステ』の古賀氏発言についても、菅官房長官は番記者を集めたオフレコ懇談ではっきりと「放

送法違反」「免許取り消し」などをちらつかせて、プレッシャーをかけている。テレビ朝日上層部

に対しては、番組審議会委員長の見城徹幻冬舎社長を使った揺さぶりもあった。 

 

 まあ、池田氏の場合は政治スタンスからしてなんとしても現政権の圧力を否定したいだろうから

当然としても、驚いたのは比較的リベラルだと思われたジャーナリストたちも古賀批判を口にして

いることだ。 

 

 ツイッターを見ると、『とくダネ！』や『Mr.サンデー』（ともにフジテレビ系）にレギュラー出

演している『ニューズウイーク日本版』元編集長の竹田圭吾氏は「古賀茂明という人はテレビで発

言する機会を与えられていることの責任と義務をまったく理解していない」とつぶやき、ジャーナ

リストの江川紹子氏も「公共の電波で自分の見解を伝えるという貴重な機会を、個人的な恨みの吐

露に使っている」などと書き込んでいる。 

 

 いったいこの人たちは何を言っているんだろう。古賀氏が言ったのは、「テレビ朝日の早河会長

と、古舘プロジェクトの佐藤会長のご意向で今日が最後ということで。これまで本当に多くの方に

激励していただいた。一方で菅官房長官をはじめとして官邸のみなさんからものすごいバッシング

を受けてきました」という言葉だけだ。 

 

 その後のやりとりは、キャスターの古舘氏から「ちょっと待ってください。今の話は私としては

承服できません」「古賀さんがテレビ側から降ろされるというのは違うと思うんです」などと反論

されたために、「ただ、古舘さんも言いましたよね、私がこうなったことに対して『僕は何もでき
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なかった。本当に申しわけない』と」と応戦したにすぎない。 

 

 古賀氏が言いたかったのは“降板”についての恨みつらみではない。発言のポイントは「官邸の

バッシングで」という部分にある。それがより鮮明になるのが後半戦だ。安保法制を始めとする国

会論戦についての感想を求められ、「国民的議論がないまま、アメリカの言いなりで先へ先へ行こ

うとしているのは、とんでもないことではないか」ときわめてまっとうな意見を述べた。そして、

いま安倍政権が進めているのは（1）原発大国、（2）武器輸出大国、（3）ギャンブル大国――への

道だと指摘し、自分でつくってきたという「I am not ABE」のフリップを掲げ、「これは単なる安

倍批判じゃないんです。日本人としてどう生きるかを考える材料にして欲しい」「官邸からまたい

ろいろ批判があるでしょうが、菅さんも、陰でコソコソ言わないで直接、言ってきてください」と

かましたのだ。 

 

 ところが、ここでまた古舘氏が墓穴を掘る。「古賀さんのお考えは理解できますが、一方ではっ

きり申し上げておきたいのは…」と切り出し、過去に報ステが取り組んできた、原発再稼働への不

安や核のゴミの問題、沖縄の辺野古の基地建設など、批判すべきところはしっかりやってきたと返

した。すると古賀氏は、「そういう立派な特集をつくってきたプロデューサーが、（官邸の圧力で）

更迭されるのも事実ですよね」と。古舘氏は「更迭じゃないと思いますよ。人事のことはわかりま

せんが」と応じるのが精一杯だった。 

 

 古賀氏が一貫して言いたかったのは、圧力があっても言うべきことは言い続けなければならない

ということだった。最後はマハトマ・ガンジーの言葉を紹介し、人が自粛して言いたいことを言わ

ないようになると、知らず知らずのうちに自分が変わってしまう。そして、本当に大きな問題が起

きているのに気づかなくなってしまう。そうならないためには、圧力があっても言うべきことは言

い続ける。「これを古舘さんにも贈りたいんです」と締めくくった。 

 

 これを「私物化」だの「責任を理解してない」などと言うのは、それこそ、普段、番組に媚びて

電波芸者を演じている自分たちを正当化したいだけだろう。 

 

 また、一部ネットには「プロレスと同じでシナリオのあるやらせでは」などと書かれているが、

これもありえない。すべてガチンコ、事前打ち合わせなしの“ゲリラ発言”だったのだ。 

 

 実際、テレビ朝日内部は蜂の巣をつついたような状態となっていた。番組終了後、古賀氏の携帯

に親しい知人が何人も電話を入れたが、呼び出し音が鳴るだけだった。実はこのとき、古賀氏はテ

レ朝報道局の幹部から約 40 分、吊るし上げをくらっていたというのである。テレ朝関係者はこう明

かす。 

 

 「局幹部はみんな顔面蒼白でしたよ。番組終了後、４月人事で交代するプロデューサーやスタッフ、

コメンテーターの恵村順一郎さんらを囲んだ送別会があったんですが、重要な関係者が顔を見せな

い。もちろん古賀さんも来ない。別室に呼ばれて“事情聴取”を受けていたんです」 

 

 古賀氏はそこで「ニュースと関係ないことを話しては困る」「なんで事前に言ってくれなかった
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のか」などとなじられたという。だが、ここには古賀氏の深謀遠慮があった。というのも、前回「I 

am not ABE」とやったときは事前にスタッフにも相談し、フリップもつくってもらっていた。とこ

ろがオンエア後、首相官邸から抗議を受けたことで現場スタッフは上層部から「何で止めなかった

んだ」と責められた。そこで今回は誰にも言わず、自前のフリップを用意して本番に臨んだ。これ

で、末端の責任が問われることはなくなった。 

 

 古賀氏がここまでやらなければならなかったのには訳があった。親しい知人はこう打ち明ける。 

 

 「古賀さんのターゲットはズバリ菅官房長官です。番組中も何度も何度も繰り返し、菅さんの名前

を口にしていたでしょ。菅さんは本気で古賀さんを潰そうと、裏で相当なことをやっていた。古賀

さんだけではありません。安倍政権に批判的なコメンテーターを個人攻撃したり、逆に懐柔したり

が目に余るようになってきた。一方、古賀さんの話によれば、テレ朝に対しても『（古賀氏の発言

は）放送法違反に当たるかもしれない』と、免許取り消しをほのめかしながらプレッシャーをかけ

てきたと言うんです。これはもう看過できない。古賀さんはこう言っていました。『テレ朝には申

し訳ないけど、ここで私が沈黙したら言論が権力に屈することになる。古舘さんら番組関係者は相

談もなくいきなり言い出したので、私に裏切られたと思っているかもしれないが、時間が経てば理

解してくれるはず』と。あれはいわば宣戦布告。戦いはこれからですよ」 

 

 いずれにしても、スタッフの入れ代わった４月からの新生『報道ステーション』がどうなるのか、

ぜひチェックをしていきたい。（野尻民夫） 

 

 http://lite-ra.com/2015/03/post-981.html 

 

 

さらに続報！ 古賀茂明が『報ステ』放送中・放送後のスタッフとのやりとりをすべて明かした！ 

（2015.03.29 リテラ） 

 

 元経産官僚・古賀茂明氏の『報道ステーション』（テレビ朝日系）爆弾発言について、本サイト・

リテラはこれまで２本の記事を配信したが、さらに続報である。 

 

 放送中に一体何が起きていたのか、そして、古賀氏はなぜ発言したのか。テレビ朝日の報道局員

は、「報道フロアはもう騒然となってましたよ。報道局幹部は、激怒してましたが、番組のスタッ

フや局員からは、よく本当のことを言ったという称賛の声や、普通のことを言っただけじゃないか

という冷静な声、激論はあってもいい、面白い、視聴率が取れるといった様々な声が出てました。

幹部の前では言えませんけどね」と話す。局内も古賀批判一色ではないようだ。 

 

 放送から一夜明け、古賀氏が、彼に非常に近い新聞記者に語った内容を我々は独自ルートで入手

した（古賀氏本人に確認したところ「ノーコメント」ということだった）。生々しい証言のため、

ほぼ全編を掲載する。 

 

●あの時、スタジオでいったい何が起きていたのか!? 
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 僕と古舘さんとわーっとやり合って、ＣＭに入りまして、そこで（番組の幹部Ｗ氏が）来るんで

すよ。「打ち合わせに無いことをしゃべるな」と言ってきたんです。だから僕は「えっ？」と驚い

て、「打ち合わせしたこと以外は、しゃべっちゃいけないんですね、もう一回言ってください」と

言ったら、「だから打ち合わせに無いことを言わないでください、古賀さん」と言ったから、僕は

それを紙に書いたんです。 

 

 『打ち合わせに無いことを喋らないでくださいと（番組の幹部Ｗ氏は）言いましたので、私はこの

番組の中では打ち合わせたこと以外しゃべれなくなってしまいました』って、（ＣＭのあと）最初

にそれを言ってから、私はしゃべりますからと言ったんです。ＣＭ中のことです。 

 

 そしたら（番組の幹部Ｗ氏）は、すごいあせっちゃって、「なんでそんなこと言うんですか」と

言うから、だってあなたが今言ったでしょ、と。 

 

 僕の立場としては言いたいことを全部言いたいけど、でも、それを言わないんだったら、何で言

わないか説明しなければならないじゃないですか、と話をして、あなたは名前を出さないで裏でそ

ういうふうに圧力かければすべて済むからいいですけど、僕は名前出してやっているんですよ、と。

だからあなたも正々堂々と言えると思っているんだったら、名前を言っても何も困らないでしょう

と言ったら、それは困ると言って。 

 

 そして今度は何か「いきなりあんなことをしゃべるのはフェアじゃない」と言い出して。結局、

（番組の幹部Ｗ氏は）その時に何を心配しているかというと、そういう「圧力がかかった」とか、

あるいは「言うなとか言った」とか、そういうことを言われることだけを一生懸命気にしているわ

け。というのが一回やりとりがありました。 

 

 古舘さんが何で怒ったのかよくわからなかったんです。最初は。僕は、古舘さんのことを悪く言

うつもりはなかった。それなのに古舘さんが急に怒ったんですね。それが、ちょうど古舘プロの佐

藤（孝）会長の名前が出た時だったんです。もう顔色が変わったんですね。私がその名前を言った

とたんに。何か古舘さんは一生懸命に、それでも「正しいものを作っているんです」、とか言った

んです。 

 

 だから僕は、全部、Ｍプロデューサーとかディレクターが一生懸命やったからで、そのプロデュ

ーサーを更迭しちゃってどうするんですかって話をしたんです。そしたら古舘さんは「更迭じゃな

い」と言ったんです。 

 

●Ｍプロデューサーの更迭、コメンテーターの恵村氏、古賀氏の降板 

 

（Ｍプロデューサーは）もう去年の暮れか年明け早々には異動を言われていたはずです。もちろん、

古舘さんはそれを知ってました。一方、局側は、それを３月 26 日木曜日まで隠していた。何でかと

いうと後ろめたいからなんですよ。 
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 古舘さんはとにかく僕に対して、前回出演したときに謝っているんですよ。謝った理由は何かと

いうと、要するに「自分はわざと知らないフリをしてきました」と、Ｍプロデューサーが代わると

か、コメンテーターの恵村（順一郎）さんが代わるとか、僕も出さないということは、もちろん、

彼だって知ってはいるんですよ。知ってはいるんだけどテレビ局側にはわざと聞かないで、知らな

いフリをしました、と。自分は単なる出入り業者に過ぎないから、とか卑下して言うんですよ。 

 

 もちろん、彼には正式な意味での人事権はない。だけど実際は、これは、古舘プロダクションの

関係者に聞いた話だけど、古舘氏の番組人事への事実上の影響力はすごく大きくて彼自身これまで

もそれを行使してきたんです。形としては佐藤会長を通してかもしれないけど。それなのに彼はＭ

プロデューサーも恵村さんも守らなかった。守ろうとして諦めたのではなく、最初から逃げたんで

す。だから僕のところに謝りに来たんです。 

 

 楽屋に来て、「本当に古賀さん申し訳ありません」と頭を下げて、そしたら僕としたらもうどう

しようもないですよね。だって、古舘さんはもう認めちゃっているわけですから。もう僕には何に

も言う言葉がない。古舘さんはそういう方だったんだと扱うしかないな、と。要するに闘う人間で

はなくて、ただ、自分の保身だけの人間なんだということだとわかったんです。 

 

 それなのにあそこの場（27 日生放送中）で、如何にも自分が戦っている、こんなに自分はがんば

っているみたいなことを言い、且つ、（Ｍプロデューサーは）更迭じゃないと言い、公共放送を使

って、自分の立場を守るために言わば嘘を言ったわけですよ。 

 

●番組の最後、番組と古舘氏がやったこと 

 

 番組の最後の最後で、古舘さんが「一部承服しがたいことがあった……」とか言いましたよね。

一部承服しがたいというのは、他のかなりの部分を承服しているのか、よくわかりませんが、あの

時は、最後に、お詫びの原稿が古舘さんのところに回ってきて、彼は、最後に何十秒でこれを読む、

最後終わるぎりぎりでそれを読んで、番組が終わりというのを狙った。つまり、僕が反論できない

ようにした。 

 

 それもおかしくて、その前の議論では、「もうこういう話をするのはやめましょうよ、視聴者に

分からないんですから」と古舘さんは散々言っていて、私も、やめましょうと言って、ニュースの

中身の話だけになったんですよね。それなのに、そういうように議論を切っておきながら、やりと

りしたら自分が負けちゃうからなのか、一番最後の最後に、もう僕が反論できないような時間に言

っているんです。だから全然言っていることとやっていることが違うんです。 

 

●放送終了後、報道局長が仁王立ちで…… 

 

 そして放送が終わったらスタジオに番組幹部らが来て「おかしいじゃないですか」とずっと言い

ながら、私が楽屋に戻るのにもずっとついてきて、楽屋から出ると、通路の真ん中に仁王立ちした

報道局長がいて、通路を通さない感じで、彼はおそらく僕にきっちり抗議した、と、周りに分から

せようというのもあるのか、みんなの前で見せるように、「何であんなことを言うんだ」「あれは
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おかしいじゃないか、ニュースの中身と関係ないじゃないか」とかそんなことを色々言いながら、

私についてきて、私は無視して、でもエレベーターまでついてきて、地下のハイヤーの乗り口まで

ずっとついてきて、そういうことをずっと言うわけです。 

 

 だけど、僕が途中から、あなたの仕事はこういうことが仕事なの？ 違うでしょ、なんで（Ｍプ

ロデューサーを）更迭したの？」と。 

 

 そしたら報道局長は「更迭じゃない」と最初は言い張っていたんだけど、僕が「じゃあ、なんで

（Ｍプロデューサーを）代えるの？ 古舘さんにしても（Ｍプロデューサーを）代えたいわけじゃ

ないでしょ。（Ｍプロデューサーを）守るのがあなたの仕事でしょ」と、ずっと僕は色々言ったら、

報道局長は途中から黙ってしまった。完全に何も言えなくなっていました。 

 

●テレビ朝日が古賀氏を訴えるとの見方も流れているが…… 

 

（訴訟してくるかどうか）それはわかりません。もちろんその可能性はあると思いますよ。だから、

訴訟になっても絶対に大丈夫だというだけの証拠を揃えて、発言の内容もその範囲を絶対に超えな

いように事前に一言一句考えてましたし、相手の出方も複数のシナリオを考えてましたから。 

 

 本当は、もう少し言えたんですけど、やはり古舘さんとの今までの関係を考えるとそこまでは言

えませんでした。時間もなくなって、ガンジーの言葉をどうしても言いたかったから、あれ以上は

言えませんでした。 

 

 まあ、冷静に考えれば、そんなことをして、わざわざ寝た子を起こすようなことをするのが得な

のかどうか、と考えるかもしれませんが。１週間も経てば、静かになりますよね。今のマスコミの

状況では。 

 

●古賀氏はなぜ、降板問題を告発したのか 

 

 僕がなぜあの発言をしたかというと、最大のポイントは菅（義偉）官房長官が、僕を個人攻撃し

てきているんですね。菅さんが会見でやや間接的に、さらに記者らにオフレコで、僕のことと分か

るような言い方で、頭に来たとか、放送法に違反しているのではないかとか、記者らに言っていて、

それは耳に入ってきている。複数の記者がいるところでの発言なので、僕の耳にも入ることを分か

った上での発言で、つまり、それは脅しになると計算して言ってきているので、それをやられてい

るときに、私は黙れないんです、やっぱり。 

 

 そこで私が黙っていたら、前にあったテレビ局への自民党からの圧力文書の時、テレビ局が何も

抗議しなかったことと同じになってしまう。だから私は黙っているわけにはいかない。菅さんが脅

してくるなら、私はそれを言いますからねと、だから申し訳ないけど私はああいうことを言わせて

もらった。 

 

 しかも、菅さん一人じゃ『報道ステーション』を転向させることはできないので、テレビ朝日の
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早河（洋）会長や古舘プロダクションの佐藤会長なども巻き込んでやっているという話も入ってく

るわけです。 

 

 でも、その戦いの中で、古舘さんは、ずっと下のほうにいるんですよ。古舘さんは早河会長に従

うしかない立場に落ちているんです。だから、僕の戦いの中で、古舘さんは関係ないんです。 

 

 僕は番組中に古舘さんに言ったんです。「僕は古舘さんを攻撃しているわけじゃないんですよ」

と言っていたんですけど、彼は何故か最後まで私を攻撃しようとした。何故なのかなと考えました。

自分がかっこ悪く見えるのが嫌だったので言い訳したのか。でも、彼のあの言い訳はかえって彼の

姿を惨めなものにしてしまいました。 

 

 あとは、佐藤会長や早河会長の手前、それはもう思いっきり反論しておかなければならないとい

うことだったのかな、ということくらいしか僕には思いつきませんでしたね。 

---------------------------------------- 

 以上が我々の入手した古賀氏の証言のすべてだ。この古賀氏の言葉を聞いて、『報道ステーショ

ン』のスタッフ、いや、他局も含めた報道関係者は、一体何を思うのだろうか。（木庵 葉） 

 

 http://lite-ra.com/2015/03/post-983.html 

 

 

事実無根じゃない！ 菅官房長官が古賀茂明を攻撃していた「オフレコメモ」を入手 

（リテラ 2015.03.31） 

 

 『報道ステーション』（テレビ朝日系）で爆弾発言を行った古賀茂明氏へのバッシングが止まらな

い。ネットでは、古賀氏に対して「捏造だ」「被害妄想だ」「陰謀論を平気で事実のようにしゃべ

っている」という声があふれ、そして、30 日には、菅義偉官房長官が記者会見で、古賀発言を完全

否定した。「テレビ朝日の『報道ステーション』のコメンテーター」が、生放送中に菅官房長官の

名を挙げて「バッシングを受けた」と語ったことを、「まったくの事実無根」「事実に反するコメ

ントだ。公共の電波を使った行為であり、極めて不適切だ」と批判したのである。 

 

 よくもまあ、こんな白々しい嘘がつけるものである。そもそも、菅官房長官は、この会見で「放

送法という法律があるので、まずテレビ局がどう対応されるかを見守りたい」と発言。テレビ朝日

に対して、あからさまな圧力をかけていたではないか。 

 

 これだけでも、菅官房長官が日常的にメディアに圧力をかけていることの傍証となるものだが、

本サイトはもっと決定的な証拠を入手した。 

 

 古賀茂明氏が『報道ステーション』で「I am not ABE」発言をした少し後の２月某日、菅は会見

の後のオフレコ懇談ではっきりと、古賀バッシングを口にしているのだ。その「オフレコメモ」を

入手したので、ここに紹介しよう。 
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 メモはまず、官房長官会見でのこんなやりとりが書かれている。 

 

（会見） 

 

 Ｑ イスラム国の事件を受けて、今月初めごろにフリージャーナリストや作家がマスコミの間で

政権批判を自粛するような雰囲気が広がっていると指摘するような声明が出た。 

マスコミも政権批判をすれば取材がしにくくなるという懸念があって、これをもって政府から暗黙

の圧力という指摘もあるが 

 

 Ａ まず、政府としては、もとより憲法が保障する報道、表現の自由は最大限尊重されると考え

ている。そして我が国においてもあらゆる政策についても、国会や言論界で自由闊達な意見の表明

が行われているではないでしょうか。 

つい先日、この運動をやっているかたが、テレビに出て発言をしていましたけれども、ISIL への対

応について、政府を批判してましたけれども、あたかも政府が人命に本当に危険迫るようなことを

したと、あたかも見てきたような、全く事実と異なることを、テレビ局で堂々と延々と発言してい

ました。そういうことを見ても日本はまさに自由がしっかりと保障されているのではないでしょう

か。はき違えというのもあるかだろうと思います。 

 

 公式会見でも十分、マスコミ報道を皮肉るものだが、その後に、オフレコ制限がついた部分のメ

モがこう続いている。 

 

（オフレコ） 

 

 Ｑ 会見で出た、ＩＳＩＬの件でまったく事実と違うことを延々としゃべっていたコメンテータ

ーというのはＴＢＳなんでしょうか。 

 

 Ａ いやいや、いや、違う。 

 

 Ｑ テレビ朝日ですか？ 

 

 Ａ どことは言わないけど 

 

 Ｑ 古賀茂明さんですか？ 

 

 Ａ いや、誰とは言わないけどね。（※肯定の反応）ひどかったよね、本人はあたかもその地に

行ったかのようなことを言って、事実と全然違うことを延々としゃべってる。放送法から見て大丈

夫なのかと思った。放送法がある以上、事実に反する放送をしちゃいけない。本当に頭にきた。俺

なら放送法に違反してるって言ってやるところだけど。 

 

 どうだろう。これは古賀氏が『報ステ』発言の動機として説明したことと完全に合致する。古賀

氏は『IWJ チャンネル』でこう語っていた。 
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   「官房長官は名前は出さないけど明らかに私を攻撃してくる。『俺だったら放送法違反だと言

ってやったのに』と言ってるという話も聞いている。官房長官という政府の要人が、放送免許

取り消しもあるよという脅しですよ」 

 

 ようするに、嘘をついていたのは古賀氏でなく、菅官房長のほうなのだ。明らかに、「放送法違

反」という言葉で古賀氏と『報道ステーション』を攻撃しなから、平気で「事実無根」などと強弁

する。捏造と謀略による報道弾圧を繰り返してきた安倍政権の官房長官ならではの手法といえるだ

ろう。 

 

 しかし、信じられないのが、マスコミの対応だ。彼らはこのオフレコ懇談の席に同席し、誰より

も菅官房長官が嘘をついていることを知りながら、なんの追及もせずに、「事実無根」発言を垂れ

流していたのである。 

 

 もっとひどいのが、当事者である『報道ステーション』だ。菅官房長官の会見やその後のオフレ

コ懇談には、当然、テレビ朝日の担当記者も出席しており、同様のメモが報道局全体で共有されて

いた。 

 

 ところが、昨晩の『報道ステーション』では、そういう報道は一切なかった。菅の圧力を否定す

る会見をコメントなしで流し、古舘伊知郎が「古賀さんがニュースと関係のない部分でコメントを

したことに関しては、残念だと思っております。テレビ朝日と致しましてはそういった事態を防げ

なかった、この一点におきましても、テレビをご覧の皆様方に重ねておわびをしなければいけない

と考えております」と謝罪したのだ。 

 

 しかも、30 日の会見ＶＴＲからは、わざわざ菅がテレビ朝日に圧力をかけた傍証となる「放送法

という法律があるので、まずテレビ局がどう対応されるかを見守りたい」をカットしていた。 

 

 チーフプロデューサーの更迭出 4 月から番組そのものが大きく変わるといわれている『報道ステ

ーション』。改編を前にすでに報道を捨てたということなのだろうか。（山水 勲） 

 

 http://lite-ra.com/2015/03/post-986.html 

 

 

事実無根じゃない！ 菅官房長官が古賀茂明を攻撃していた「オフレコメモ」を入手 

（リテラ 2015.03.31） 

 

 『報道ステーション』（テレビ朝日系）で爆弾発言を行った古賀茂明氏へのバッシングが止まらな

い。ネットでは、古賀氏に対して「捏造だ」「被害妄想だ」「陰謀論を平気で事実のようにしゃべ

っている」という声があふれ、そして、30 日には、菅義偉官房長官が記者会見で、古賀発言を完全

否定した。「テレビ朝日の『報道ステーション』のコメンテーター」が、生放送中に菅官房長官の

名を挙げて「バッシングを受けた」と語ったことを、「まったくの事実無根」「事実に反するコメ
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ントだ。公共の電波を使った行為であり、極めて不適切だ」と批判したのである。 

 

 よくもまあ、こんな白々しい嘘がつけるものである。そもそも、菅官房長官は、この会見で「放

送法という法律があるので、まずテレビ局がどう対応されるかを見守りたい」と発言。テレビ朝日

に対して、あからさまな圧力をかけていたではないか。 

 

 これだけでも、菅官房長官が日常的にメディアに圧力をかけていることの傍証となるものだが、

本サイトはもっと決定的な証拠を入手した。 

 

 古賀茂明氏が『報道ステーション』で「I am not ABE」発言をした少し後の 2 月某日、菅は会見

の後のオフレコ懇談ではっきりと、古賀バッシングを口にしているのだ。その「オフレコメモ」を

入手したので、ここに紹介しよう。 

 

 メモはまず、官房長官会見でのこんなやりとりが書かれている。 

 

（会見） 

 

Ｑ イスラム国の事件を受けて、今月初めごろにフリージャーナリストや作家がマスコミの間で政

権批判を自粛するような雰囲気が広がっていると指摘するような声明が出た。マスコミも政権批判

をすれば取材がしにくくなるという懸念があって、これをもって政府から暗黙の圧力という指摘も

あるが。 

 

Ａ まず、政府としては、もとより憲法が保障する報道、表現の自由は最大限尊重されると考えて

いる。そして我が国においてもあらゆる政策についても、国会や言論界で自由闊達な意見の表明が

行われているではないでしょうか。つい先日、この運動をやっているかたが、テレビに出て発言を

していましたけれども、ＩＳＩＬへの対応について、政府を批判してましたけれども、あたかも政

府が人命に本当に危険迫るようなことをしたと、あたかも見てきたような、全く事実と異なること

を、テレビ局で堂々と延々と発言していました。そういうことを見ても日本はまさに自由がしっか
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 公式会見でも十分、マスコミ報道を皮肉るものだが、その後に、オフレコ制限がついた部分のメ

モがこう続いている。 

 

（オフレコ） 

 

Ｑ 会見で出た、ＩＳＩＬの件でまったく事実と違うことを延々としゃべっていたコメンテーター

というのはＴＢＳなんでしょうか。 

Ａ いやいや、いや、違う。 

Ｑ テレビ朝日ですか？ 

Ａ どことは言わないけど 

Ｑ 古賀茂明さんですか？ 
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Ａ いや、誰とは言わないけどね。（※肯定の反応）ひどかったよね、本人はあたかもその地に行

ったかのようなことを言って、事実と全然違うことを延々としゃべってる。放送法から見て大丈夫

なのかと思った。放送法がある以上、事実に反する放送をしちゃいけない。本当に頭にきた。俺な

ら放送法に違反してるって言ってやるところだけど。 

 

 どうだろう。これは古賀氏が『報ステ』発言の動機として説明したことと完全に合致する。古賀

氏は『ＩＷＪチャンネル』でこう語っていた。 

 

   「官房長官は名前は出さないけど明らかに私を攻撃してくる。『俺だったら放送法違反だと言

ってやったのに』と言ってるという話も聞いている。官房長官という政府の要人が、放送免許

取り消しもあるよという脅しですよ」 

 

 ようするに、嘘をついていたのは古賀氏でなく、菅官房長のほうなのだ。明らかに、「放送法違

反」という言葉で古賀氏と『報道ステーション』を攻撃しなから、平気で「事実無根」などと強弁

する。捏造と謀略による報道弾圧を繰り返してきた安倍政権の官房長官ならではの手法といえるだ

ろう。 

 

 しかし、信じられないのが、マスコミの対応だ。彼らはこのオフレコ懇談の席に同席し、誰より

も菅官房長官が嘘をついていることを知りながら、なんの追及もせずに、「事実無根」発言を垂れ

流していたのである。 

 

 もっとひどいのが、当事者である『報道ステーション』だ。菅官房長官の会見やその後のオフレ

コ懇談には、当然、テレビ朝日の担当記者も出席しており、同様のメモが報道局全体で共有されて

いた。 
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